
正解のないもの 
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12 月のある日曜日、朝 7 時からフジテレビの番組「僕らの時代」を見ていました。「尾崎世界観×あの

×やす子」の 3 人が口をそろえて「学校に通っていた頃、生きにくさを感じていた」という話をしていまし

た。教師にとっては耳の痛い話ですが、尾崎世界観さんの「僕は学校で正解があるものはみんな苦手だった。

そんな中で、音楽だけは正解がなくてもいいもので、自分にとって楽だった」という話が特に印象に残りま

した。そしてつい最近、他にも同じような趣旨の話を聞いたことを思い出しました。 

 1 つ目は、ちょうどその前の週に、入谷南中学校、舎人小学校、舎人第一小学校の 3 校の教員研修として

開催された、起業家として活躍している「安藤未希さん」の講演会の中でした。安藤さんは足立区内の小学

校・中学校を卒業したあと、進学した高校に途中で通えなくなってしまった時期があったそうです。その後、

カナダに留学したり、マレーシアで就職したりという経験を経て起業されたのですが、カナダやマレーシア

での経験を積む中で、日本にいた時には「自分はこうあらねばならない」という絶対的な価値観があるとい

う思い込みから、その一つの価値観に縛られていたことに気付いたそうです。そして、「世の中に絶対的な

価値観というものはない」ということが分かった時、気持ちがすごく軽くなり、視野を広げることができた

と語ってくれました。 

 2 つ目は、学生時代の友達が集まった場で、デンマークへの短期留学（デンマークでは、何歳になっても

受講できる学び直しの講座に、自国民・外国人関係なく国が手厚い支援をしてくれるそうです）から帰って

きた一人の友達に「デンマークに行って感じた日本との違いは何だった?」と聞いた時の答えでした。「完

璧を求めないこと」というその答えがよく呑み込めなかった私は「どういう意味?」とさらに聞くと「日本

では完璧にできていないと、その出来ていないことを指摘されるけれど、デンマークでは、そもそも完璧に

できることを求めてこないから、子どもも大人も委縮することなく学ぶことが出来る」ということでした。 

 この３つの話から、日本の教育関係者が振り返らなければならないのは、「学ぶ」ことの本来の目的や意

味を見失っていないかということです。「学ぶ」ことの手段を目的とはき違えて、教科において正解を追究

したり、何か一つの価値観にはめ込んだり、完璧な結果を出すことを求めたりということをいつの間にかや

ってしまってはいないだろうか。結果として子どもたちを狭い枠の中にはめ込んで、学ぶ意欲はおろか、学

校に行きたいという気持ちさえも失わせてしまっているのではないか。「学ぶ」とは何なのか。哲学的な問

いですが、私たち教員もいま一度このことを真剣に考えてみたいと思います。ご家庭においても、ぜひこの

冬休みの期間にお子さんと「学ぶということはどういうことなのか」について、家族で話をしてみてくださ

い。 
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つながる心 広がる世界 

  文化的行事委員長 柏木柊璃 

 図工や絵を描く活動の中で、「私・ぼくは下手だから」という言葉をよく耳にします。 
では、いったい何が「上手な作品」なのでしょうか。昔の絵画のように、リアルで写実的な絵
でしょうか。しかし、現代ではカメラがあり、リアルを追求するだけであれば、美術作品はき
っと必要とされなくなっているはずです。 

そう考えると、私たち人間が昔から魅力を感じているのは、一人一人の思いや見方が作品に
どのように込められているかではないでしょうか。作者が見ている世界や感じていることを通
して、私たちは作者とつながることができます。「リアルで上手！」と評価するのではなく、
「この作者さんは普段こんなことを考えているんだ。」と感じられたとき、芸術の世界をもっ
と楽しめるのではないでしょうか。 

美術館でさまざまな作品を見ると、かつての私は「天才」と称される画家たち、たとえばモ
ネやルノワールの作品を、遠い世界の特別なもののように感じていました。しかし、最近では
モネの描く風景の中に、私自身が感じたことのある温かさや、若い頃の作品に使われた鮮やか
な色から、活気あふれる思いを感じるようになりました。作品に込められた思いや視点に触れ

ることで、時を超えて作者とつながることができるのだと気づいたのです。 
 
今年度の展覧会「つながろう夢世界」でも、子どもたち一人一人が自分の

思いや見方を作品に表現しています。子どもたちの作品に触れることで、普
段見えない世界に気づくかもしれません。作品を通じて、子どもたちの世界
とつながり、心温まる時間を過ごしていただければと思います。 
 

全学年共通連絡 

① 展覧会について 
１月２５日（土）に展覧会・書き初め展が行われます。（２４日（金）は児童鑑賞日） 
鑑賞時間：午前の部  ８：３０～１１：３０（８：３０～１０：００は６年生によるギャラリートーク実施） 
         午後の部 １３：００～１６：００（入場時間は１５：３０まで） 
    会場：第一体育館 
同日書き初め展も開催されております。書き初め展については、１２月２０日に配布されたお手紙をご
覧ください。展覧会のプログラムや詳細についてのお手紙は１月初めに配布いたします。ぜひお越し
ください。 
② 旗振り当番について 
  １月の旗振り当番は３年生が担当になります。まだ予約をしていないご家庭は、予約フォームに登録
をお願いします。２月は２年生が担当になります。 
③ 学校評価アンケートについて 
   １２月２５日に H＆S にて学校評価アンケートについての文面を配信します。つきましては、 

１２月２５日～１月１０日（金）までの間にアンケートにご回答ください。よろしくお願いいたします。 
④ 体育館工事について 
   １２月２３日（月）～１月７日（火）まで体育館の防災放送設備を替える工事を行います。 
⑤ 冬休みについて 
   １２月２７日（金）～１月６日（月）の期間は、年末年始の閉校日の為、学校には入れません。 
   冬休み中、生活リズムが不規則になることもあるかと思います。冬休み終わりに近づいたら、学校の
準備をして、体の調子を整えましょう。 
◎不審者などは、すぐに警察に連絡してください。             竹の塚警察 ３８５０－０１１０ 
◎事故や入院があった場合、学校へ必ず連絡をしてください。   舎人第一小学校３８９７－９９１７  



 

１年生 ２年生 
① 図工の材料について 

1月の図工で「スルスルビューン」の学習に入り
ます。紙コップを 1個ご用意ください。（サイズ・色
は自由です。底に記名をしてください）図工の教科
書を持ち帰らせますので、P４４～４５を参考にしてく
ださい。紙コップを持ってくる時期は 1月に連絡帳
でお知らせします。 
  
② 教材費について 

1月の引き落としはありません。 
 
③ その他連絡 
冬休み課題、冬休み明けの持ち物等については

学年便り冬休み号をご覧ください。 

① 生活科「おもちゃ作り」について 
１月から「おもちゃ作り」の学習で、様々な材料を使用

します。保護者会でお配りした「おもちゃの作り方図かん」
を参考に子供たちが作りたいおもちゃの材料を冬休み中
にご準備下さい。 
 
② かけ算九九について 
学習では、小学校算数における重点の１つである「か

け算九九」の学習に取り組んでいます。覚えられるように
くり返し、声に出して練習させています。学校での学習だ
けでなく、家庭での積み重ねもとても大切です。必ず、確
実に習得させられるよう、ご協力お願い致します。 

３年生 ４年生 
① ３年１組 「省エネ家電 deスマートライフ 学ぼ
う！ スマートライフ」の教材活用プロジェクトによ
る授業公開について 
１月２０日(月)５校時１３時２５分より、３年１組で
社会科「区のうつりかわり」の授業において、一般
財団法人家電協会と連携し、教材活用を推進する
授業を行います。保護者の方も参観可能ですので、
ご都合がよろしければ、是非、ご参観ください。 
 
②引き落としについて 
物価高騰により、追加で教材費を徴収させて

頂きたいと思います。１月１０日(金)が引き落とし
となりますので、申し訳ありませんが、１月９日(木)
までに振り込みをお願いします。引き落とし額は 
１０００円になります。何卒よろしくお願いします。 

① １月１０日書き初めをします 
 早めに書き初めの準備を学校にもってくるようにしてくだ
さい。 
 
② さいほう箱セットの購入について 
来年の２月からさいほう箱セットが値上がりするため、

４年生のうちに購入しようと思います。冬休み明けすぐに、
さいほう箱セットの購入用紙を配布いたしますのでご検
討下さい。ご家庭のほうで購入される場合や兄弟関係で
お持ちであれば、学校で購入する必要はありません。 
 
③ １月１７日（金）パラスポーツ体験教室 
パラスポーツについての理解を深めます。 

 
④ 引き落としについて 
バス代や物価高騰により、追加で教材費を徴収させて

頂きたいと思います。１月１０日（金）が引き落としとなりま
すので、申し訳ありませんが、１月９日（木）までに振り込
みをお願いします。引き落とし額は 1000円になります。 

５年生 ６年生 
① 冬休みの宿題について 

 （１）冬休みのドリル（冊子）ウインター１２ 
・解答もついているので、丸付け・直しもします。 
（２）書き初め「希望の朝」 
・３枚書いて練習します。お手本をなくさないように
してください。 
（３）歯みがきカレンダー 
 
② 書き初めの持ち物について 
５年生は、１月１４日（火）に書き初め大会

を行います。持ち物は以下の通りです。 
毛筆書写バッグ（だるま筆，小筆、計２種）長
い下敷き，お手本（１２月配布済み）,名前の
見本,文鎮，墨液，すずり、（新聞紙）、ぞう
きん、ポリ袋（記名）※墨の付いた紙類を入れ
て持ち帰ります。 
 
③ 引き落としについて 
２回目の追加の引き落としを１月１０日（金）に行

います。詳細は１２月に配布した別紙をご覧くださ
い。ご入金のほど、よろしくお願いいたします。 

① 中学校進学に向けて 
12 月上旬に抽選校希望者の抽選が行われました。

この結果をもとに、１月中旬に、各ご家庭に就学通
知書が郵送される予定です。２月に各中学校の学校
説明会が行われますので、就学通知書を進学予定の
中学校に提出し、中学校入学が確定します。 
 
② 書き初めの持ち物について 
６年生は、１月１４日（火）に書き初め大会を行

います。持ち物は以下の通りです。 
毛筆書写バッグ（だるま筆，小筆、計２種）長い下
敷き，お手本（１２月配布済み）,文鎮，墨液，すず
り、（新聞紙）、ぞうきん、ポリ袋（記名）※墨の
付いた紙類を入れて持ち帰ります。 
 
③ ハリーポッターミュージカル鑑賞について 

1 月 17 日（金）に TBS 赤坂 ACT シアターでハ
リーポッターのミュージカルを見に行きます。当日
バス内で昼食をとるため、軽食（おにぎりやサンド
イッチ）の準備をお願いします。また、学校到着時
刻は 17 時 30 分となっていますので、お迎えの方も
重ねてお願いします。ご都合が悪い場合には、友達
の保護者と一緒に帰るように保護者同士で連絡をと
っていただくようよろしくお願いします。 


